
京都府宇治市

広　報　課

〒b11京部町宇治占

宇洽琵邑i'i番地

器
傘

ＩＩ／６

尼削0774)22－3141

●li;l| 1日･nil･211fと行

平成元年

(1989年)

第848号

青少年問題の悩みなどお気軽に

　　24-

漂需

(日曜･祝日除く毎日午前･9時~午後6時)
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▲市内の河川・宅地造成地などをパトロール（5月31日）

　
雨
期
を
前
に
五
月
三
十
一
日
午

後
、
池
本
市
長
を
は
ｙ
に
応
府
な
ど

の
関
係
者
約
七
十
人
が
、
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

　
市
内
の
造
成
地
や
中
小
河
川
な

ど
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
に
防

災
上
危
険
と
思
わ
れ
る
五
ヵ
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
で

危
険
個
所
の
現
状
を
把
握
し
、
的

確
な
回
浙
励
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
激
し
い
降
雨
時
に
は

　
気
象
情
報
に
注
意
を

　
集
中
豪
雨
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
す
、
突
然

の
気
象
変
化
に
よ
り
発
生
す
る
こ

と
ち
あ
り
ま
す
。
雨
の
降
り
方
が

激
し
い
と
感
じ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

－
大
雨
の
予
報
と
警
報
Ｉ

▼
大
雨
情
報

　
大
雨
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
出
さ
れ
る
警
告
的
情
報
。

▼
大
雨
注
意
報

　
大
雨
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
出
さ
れ
る
情
報
（
一
時

間
雨
量
が
二
十
ミ
リ
以
上
で
総
雨

量
が
五
十
ミ
片
ヱ
）
。

▼
大
雨
警
報

　
大
雨
に
よ
り
重
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
る
場
合
、
Ｍ
大
級
の
警
戒

を
表
す
情
報
（
一
時
間
雨
量
が
四

十
ミ
リ
以
上
で
総
雨
量
が
百
ミ
リ

以
占
。

　
こ
の
よ
ラ
な
自
然
の
猛
威
を
避

け
る
の
は
難
し
ぐ
、
そ
の
来
襲
を

完
ぺ
き
に
予
知
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
突
然
の
自
然
災
害
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
日

ご
う
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

水
は
け
の
良
い
悪
い
な
ど
周
り
の

環
境
や
地
形
、
地
質
な
ど
を
よ
く

知
っ
て
お
く
の
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
毒
了
。

地
域
で
も

　
身
近
な
環
境
整
備
を

　
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、
日
ご
ろ

の
十
分
な
備
え
と
一
人
ひ
と
り
の

心
構
え
で
最
小
限
に
食
い
止
め
ら

れ
ま
す
。

　
側
溝
の
ご
み
・
土
砂

　
地
域
で
掃
除
を

　
側
溝
に
ご
み
わ
土
砂
が
た
ま
っ

て
い
る
と
、
水
の
流
れ
が
妨
げ
ら

れ
、
わ
ず
か
な
雨
で
も
水
が
あ
ふ

れ
た
り
し
ま
す
。
地
域
や
家
庭
で

雨
期
に
備
え
て
、
側
溝
や
雨
ど
い

な
ど
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
側
溝
や
水
路
に
ぶ
盲
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
な
ど
の
ご
み
を

捨
て
な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
町
内
会
や
自
治
会
な
ど

で
溝
掃
除
を
行
う
場
合
、
側
溝
の

土
砂
を
入
れ
る
容
器
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
溝
掃
除
の
ヽ
一
週
間
前
ま

で
に
清
掃
事
務
所
（
Ｓ
⑩
３
１
４

１時間雨量のめやす

１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
便
槽
に
入
る
水

　
こ
ん
な
方
法
で
防
止
を

　
一
時
的
な
浸
水
で
も
、
く
み
取

り
式
便
所
へ
水
が
入
る
と
使
え
な

く
な
り
ま
す
。

　
く
み
取
り
ロ
が
横
ぶ
た
式
の
場

合
は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
で
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
マ
ン
ホ
ー

ル
式
の
場
合
は
、
ふ
た
を
ナ
イ
ロ

ン
な
温
雀
通
し
に
く
い
も
の
で

覆
い
、
重
し
な
ど
を
置
い
て
密
閉

し
て
く
だ
さ
い
。
各
家
庭
の
く
み

取
り
ロ
に
応
じ
た
浸
水
防
止
法
な

ど
詳
し
ぐ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
（
ａ
０
７
５
剛
5
1
7
1
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
収
集
日
に
は
土
の
う
、

ナ
イ
ロ
ン
な
ど
は
取
り
除
き
、
く

み
取
り
作
業
に
支
障
が
な
い
ぷ
つ

に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

雨の降I)方 時間雨量

　雨の音がよく聞え、道路や

庭先のあちこちに水たま'>が

できる。

5 mm

　SlOmin

　地面一面に水たまりができ、

雨の音で話し声もよく聞こえ

ない。

lOmni

　S20mm

　どしや降りで道路の側溝が

あふれ、川のように流れる。

20nim

　S30mm

　バケツをひっくり返したよ

うな澱しい而が降り続く。

30min

　以上

　市民参加の第九合唱団募集
　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

開
館
五
周
年
を
記
念
し
て
、
十

二
月
九
日
出
に
、
管
弦
楽
京
都

市
交
響
楽
団
（
山
田
一
雄
指
揮
）

と
市
民
参
加
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
第
九
交
響
曲
の
演
奏
会

を
開
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
演
奏
会
で
一

緒
に
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
合
唱

団
員
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の

手
に
よ
る
第
九
を
、
あ
な
た
も

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
募
集
人
数
・
：
先
着
伽
人
▼

応
募
資
格
…
高
校
生
以
上
で
練

習
に
参
加
で
き
る
人
（
初
心
者

歓
迎
）
▼
結
団
式
…
７
月
５
日

團
、
午
後
６
時
か
ら
受
け
付
け

▼
練
習
日
・
・
裕
週
水
曜
日
、
午

後
７
時
～
９
時
▼
結
団
式
・
練

▲熱唱する市民第九合唱団

　　(一昨年11月８日、文化センターで)

習
場
所
・
：
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
保
育
室
あ
り
）
▼
指
導
…
伊
吹

新
一
さ
ん
ほ
か
▼
入
団
費
…
四

千
円
（
学
生
は
二
千
円
）
▼
主

催
・
：
宇
治
市
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
、
宇
治
市
、
宇
治

市
教
育
委
員
会
、
卸
宇
治
市
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
…
７
月
５
日
（
当
日

受
け
付
け
可
）
ま
で
に
市
文
化

セ
ン
タ
人
折
居
台
一
丁
目
Ｉ
、

ａ
⑩
1
2
1
1
）
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

995

　
六
月
十
一
日
は
入
梅
。
本
格
的
な
雨
の
季
節
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
市
で
は
、
雨
期
を
前
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。
万
一
に
備
え
的
確
な
対
策
活
動
を
す
る
た
め
、
市
内

の
災
害
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、

大
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
溝
や
と
い
な
ど
を
点
検
し
雨
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

総
額
１
億
４
千
万
円
を
計
上

一
般
会
計
補
正
予
算
案

　
六
月
宇
洽
市
議
会
定
例
会
は
、

六
月
九
日
に
開
会
。
六
月
二
土
（

日
ま
で
の
μ
期
で
開
か
れ
る
予
定

で
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
元
年
度
一

股
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を

は
に
ゐ
、
一
特
別
会
計
（
老
人
保

健
事
業
）
補
正
予
算
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
襲
塁
例
の
制
定
に
つ
い

て
な
ど
十
二
議
案
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
当

初
予
算
編
成
後
に
発
生
し
た
事
業

や
、
執
行
の
具
体
化
に
伴
う
調
整

分
で
、
補
正
順
一
億
四
千
二
百
二

十
九
刀
一
千
円
か
計
上
。
こ
れ
に

よ
り
補
正
後
の
予
算
総
額
は
三
百

億
六
千
八
百
七
十
九
万
一
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
一
方
。
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
額
は
、
六
十
三
年

度
決
算
の
調
整
経
費
と
し
て
六
千

九
百
九
十
五
万
五
千
円
の
追
加
。

補
正
後
の
予
算
総
額
は
八
十
一
億

九
千
百
二
十
五
万
五
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
〈
一
般
会
計
〉

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
曼
指
立
金
に

　
一
億
円

７
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
リ
フ
レ

　
″
シ
ュ
事
業
に
百
五
十
万
円

▽
（
仮
称
）
南
小
倉
集
会
所
改
修
事

　
業
に
二
百
万
円
『

▽
（
仮
称
）
南
堀
池
集
会
所
用
地
購

　
入
に
三
千
九
百
万
円
（
債
務
負

　
担
行
為
）

▽
宇
治
小
学
校
渡
り
廊
下
設
置
事

　
業
に
千
百
十
万
円

▽
女
性
問
題
対
策
事
業
に
二
百
九

　
十
八
万
四
千
円

６月定例
市議会

雨期に備えて

防災パトロール

を実施

家
庭
で
も
溝
・
と
い
の
点
検
を

　　歴史資料館　企画展

　　一上林清泉－

★７月16日(日)まで　　

　　　月曜日は休館

午前9時～午後5時
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みんなで支えよう国保制度
増え続ける国保医療費

　
本
市
の
昭
和
六
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
単
年
度
で
約
六
千
万
円
前
後
の
黒
字

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
●
年
度
当
初
に
保
険
料
を
平
均
＝
丁
三
％
引
き
上
げ
た
こ
と
●

赤
字
解
消
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
仁
五
千
万
円
を
繰
り
入
れ
た
こ
と
●
厚
生
大
臣
か
ら
高
医

療
費
市
町
村
指
定
を
受
け
、
「
国
保
運
営
安
定
化
計
画
」
を
作
成
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
全
庁
的
取
り

組
み
を
実
施
し
た
こ
と
●
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
国
に
認
め
ら
れ
、
臨
時
の
交
付
金
一
億
円
を
受
け

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
累
積
赤
字
は
依
然
と
し
て
約
一
億
六
千
万
円
あ
り
、
し

か
も
、
今
年
度
も
高
医
療
費
市
町
村
の
指
定
を
受
け
た
た
め
、
再
び
安
定
化
計
画
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
以
上
に
厳
し
い
健
全
化
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、

最
近
の
医
療
費
動
向
と
平
成
元
年
度
安
定
化
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
Ｉ
川
は
、
医
療
費
の
三
要
素

と
言
わ
れ
る
受
診
率
こ
件
当
た

り
日
数
二
日
当
た
り
費
用
額
の

本
市
国
保
分
と
全
国
平
均
と
を
対

比
さ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

①
受
診
率
は
、
老
人
入
院
分
を
除

　
い
て
す
べ
て
全
国
平
均
以
下
。

②
一
件
当
た
り
日
数
は
、
入
院
外

　
分
は
全
国
平
均
か
上
回
る
が
、

　
入
院
分
は
ほ
ぽ
全
国
平
均
並
み
。

③
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
と
言
わ

　
れ
る
一
日
当
た
り
費
用
額
は
、

　
入
院
・
入
院
外
分
と
も
全
国
平

　
均
を
大
字
主
回
り
、
特
に
入

　
院
分
か
高
い
。

　
ま
た
、
表
Ｉ
岡
か
ら
は
次
の
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

④
一
人
当
た
り
診
療
費
は
い
ず
れ

　
も
全
国
平
均
か
正
回
り
、
全
体

　
的
に
は
入
院
分
か
高
い
。
特
に
、

　
老
人
分
に
お
い
て
、
入
院
・
入

　
院
外
分
と
も
突
出
し
た
傾
向
と

　
な
っ
て
い
る
。
、

▲ヘルスパイオニアタウン事業の一環として

　市役所玄関などに設置された電子血圧計

　
こ
の
ぶ
つ
に
、
一
人
当
た
り
診

療
費
が
全
国
平
均
牽
上
回
る
理
由

と
し
て
は
、
一
日
当
た
り
費
用
額

が
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
未
了
。

な
か
で
も
、
入
院
分
に
お
い
て
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
す
。

増
え
続
け
る

入
院
診
療
日

市
の
国
保
医
療
費
全
体
は
、
毎
一
年
ほ
ぽ
七
上
○
％
の
勢
い
で
増

　　　表I 市国保医療費の全国平均との対費－62年度決算－
(A)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国平均=ioo

＼ 若　　人 老　　人 退職者 全　　体

区分受n宰
j件当たり

日数

|日当たり

費用頷 受診率
|件iたり

日数

1日当たり

賢用額 受診率
|吽当たり

日数

旧当たり

賢用額 受診率
1件当たり

日叙

|日当たり

費用額

入院 89.79 100.15IM.I3 110.07100.56135.61 91.25 90.19 U2.38 97.68 99.91128.49

入院外 95.≪9102.09｜日.57 93.60112.71126.ao 94.76 100,35II0.7S 95.67 105.40117.36

計 96.17 98.67109.07 96.33|II.E9132.20 96.44 96.81 117.62 96.99 102.24120.45

(tt.1) 1人Siたり診療冊＝受診率×□t当たり日数

　　　　×１日当たり費用額

(it2）i療費＝入院費用額十入院外費用頷

　　　　十歯rﾄ費用飢

(a;3) 受診率＝什数÷加入■a数

（Ｂ）

＼ １人当たり珍療賢

区分 若人老人iS職者
全体

入院 102.60150.07日7.53 125.43

入院外108.99133.45105.51|18.13

計 103.52142.22109.79日9.63

え
て
お
り
（
表
Ｈ
参
照
）
、
昭
和
六

十
三
年
度
分
は
八
十
億
円
を
超
え

る
こ
と
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
入
院
分
は
全
体
分
の
伸
び
を

上
回
っ
て
増
え
、
常
に
全
体
分
の

五
割
以
上
牽
占
め
て
い
る
の
が
目

立
ち
ま
す
。

　
こ
う
し
た
傾
向
が
生
じ
た
理
由

と
し
て
は
、
病
院
病
床
数
が
急
激

に
増
加
し
た
こ
と
、
医
原
費
が
か

か
る
老
人
の
加
入
割
合
が
、
年
々

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
国
保
会
計

で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保

険
給
付
費
も
、
当
然
、
増
加
。
昭

和
六
十
二
年
一
月
の
老
人
保
健
法

の
改
正
に
よ
っ
て
一
時
的
に
伸
び

が
止
ま
っ
た
も
の
の
、
六
十
三
年

度
見
込
み
で
は
、
初
め
て
五
十
億

円
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
保
険
給
付
費
は
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
ぐ
保
険
料

と
国
庫
金
で
賄
う
も
の
。
こ
れ
が

増
え
れ
ば
、
保
険
料
も
そ
れ
だ
け

　
本
市
で
は
、
こ
の
よ
ラ
な
傾
向

と
特
徴
を
持
つ
市
国
保
医
療
費
の

適
正
化
と
累
積
赤
字
解
消
を
図

り
つ
つ
、
高
医
療
費
市
町
村
指
定

の
解
除
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な

表II　毎年伸びる医療費

　　一国保全体分診療費の推移－

ロコ……入p完分

50

平成元年度の保険

料
　保険料は納期内に必ず納め

てください。

平成元年度の保険料は次のとおりです。

　①所得割率……9.2％

　②均等割額……15,900円（1人当たり年間）

　③平等割額……27,000円（1世帯当たり年間）

　　賦課限度額…410,000円

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
ｍ

参
照
）
。

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
「
必
要

な
医
療
を
保
障
し
、
健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
る
た
め
」
の
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次

　　6i年度　62年度　63年度【見込み】

表Ill　国保会計負担額

　　　　　一保険給付額の推移－

　　　　　　　(老健拠出金を含む)

匹豆ﾖ'!‥‥保険料分　。、。

億円

　50

国民健康保険に加入中の公的年金受給者へのお知らせ

く例1

>大正13年１月１日以前生まれで公的年金等収入が220万円の場合

　☆63年度で

　(2,200,000-780,000－571,000－20,000－280,000)×9.2％=

50,508

　　公的年金等　老年者年全給与控除　給与所得　基礎控除　所得割率所mm

　　収　　入　特別控除　　　　ｉ｣噌控除

　元年度から

　(2,200,000－1,200,000-170,000－280,000)×9.2％=

50,600

　　公的年金等　公的年金等　公的年金等≫,iS控除　所得割率所得割ａ

　　収　　入　控　　除　m整控除

　厚生年金・共済年金・国

民年金等の公的年金は、こ

れまで゛給与″と同ヒ扱い

で保険料を計算していまし

たか､国の税制改正のため、

平成元年度の保険料から、

゛椎所得'として取り扱うこ

とになりました。

の
と
お
り
で
す
。

田
レ
セ
プ
ト
内
容
点
検
の
充
実

　
本
年
度
機
構
改
革
で
レ
セ
プ
ト

審
査
室
を
苦
言
せ
、
医
療
機
関

か
ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
の
点
検
体
制
か
拡
充
・
強
化
。

併
せ
て
、
国
保
莫
昌
の
審
査
機

能
の
強
化
を
さ
ら
に
求
め
ま
す
。

閲
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強
化

　
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た

医
療
に
要
し
た
経
費
を
お
知
ら
せ

　　　　　61年度　62年度　63年度(見込み)

※老健― 70歳以上または65歳以上の寝たきり

　老人で老人保健法の適用を受けている人

その結果、各種の控除額　i--･

す
る
医
療
費
通
知
奎
允
実
。
ま
た
、

手
軽
に
実
践
で
き
る
健
痢
つ
く
り

を
特
集
し
た
「
国
保
だ
よ
り
」
を
作

成
・
配
布
し
、
皆
さ
ん
の
健
辰
つ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
健
康
で
価
昂
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
ヘ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ふ
礒
の
地
域
医
療
・

保
健
の
あ
り
方
を
考
兄
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
″
シ
ョ
ン
の
開
催
や
、

「
医
療
白
書
」
（
仮
称
）
の
刊
行
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

即
在
宅
ケ
ア
の
推
進

　
人
間
ト
ヨ
タ
受
診
世
帯
を
対
象

に
、
健
辰
つ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
に
保
健

婦
訪
問
指
導
を
行
い
ま
す
。

㈲
関
連
施
策
の
推
進

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
体
育
・

社
会
教
育
活
動
な
ど
の
場
で
、
体

力
づ
く
り
・
健
硯
つ
く
り
行
事
を

推
進
し
ま
す
。

、

㈲
医
療
機
関
と
の
話
し
合
い

正13年１月１日以前生まれ

で公的年金等収入が220万

円以上ある人については、

国民健康保険料の所得割の

部分が、実質的に高くなる

場合があります。

　
医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
市
民

の
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、
理
解

と
協
力
か
求
め
ま
す
。

㈲
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
保
険
給
付
費
は
、
保
険
料
と
国

庫
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
適
正
か
つ

必
要
な
保
険
給
付
費
確
保
の
た
め
、

新
た
に
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料

係
を
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

収
納
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

ｍ
赤
字
解
消
の
計
画
的
実
施

　
引
き
続
き
、
赤
字
解
消
の
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
特
別
の
繰
り
入
れ

を
行
い
、
累
積
赤
字
の
早
期
解
消

に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
議
会
を
は
に
め

国
保
運
営
協
議
会
、
国
・
府
等
関
係

諸
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、
国
保

運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
一
つ
ひ

と
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な

国
保
制
度
が
円
滑
に
安
定
し
て
運

営
で
き
る
ぷ
つ
、
重
ね
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

996

国
保
事
業
安
定
化

へ
の
取
り
組
み

安
定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を

市
国
保
医
療
費
の

全
体
的
な
傾
向

63年度まで

元年度から．
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文化とのふれあい新しい友よ

宇治公民館まつ

り
６月24日(土)･25日(日)

　
宇
治
公
民
館
ま
つ
り
が
、
六
月

二
十
四
日
出
と
二
十
五
日
囲
の
二

日
間
、
丈
化
と
の
ふ
れ
あ
い
新

し
い
友
よ
”
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　
当
日
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
ー
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
四
会
場
を

設
け
、
多
彩
な
催
し
を
開
催
。
ぜ

ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
６
月
2
4
日
出
、
2
5
日
旧
。

　
午
前
1
0
時
～
午
後
1
0
時
（
2
5
日

　
㈲
は
午
後
５
時
ま
で
）

▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館

▽
内
容
・
：
（
フ
Ｊ
Ｄ
Ｉ
＜
Ｒ
場
Ｔ

　
ク
ラ
フ
ト
、
童
話
を
聞
こ
う
、

　
大
壁
圃
金
九
成
さ
せ
ぶ
つ
（
ラ

　
イ
フ
サ
イ
ク
ル
会
場
）
　
=
演
芸

　
発
表
会
、
名
岡
劇
場
。
フ
ォ
ー

　
ク
ダ
ン
ス
（
力
１
ニ
バ
ル
会
場
）

　
＝
仮
装
、
も
の
次
ね
・
カ
ラ
オ

　
ケ
大
会
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー

　
（
チ
ャ
リ
テ
。
４
Ｉ
バ
ザ
人
蕩
）

　
玉

　
は
な
ん
で
も
食
堂
。

　
　
そ
の
ほ
か
、
公
民
館
サ
ー
ク

　
ル
の
。
公
民
館
活
動
展
”
も
併

　
せ
て
開
催
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
同
公
民
館
（
容

　
⑤
2
8
0
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
親
子
の
び
の
び
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
0
日
㈹
と
７
月

６
日
團
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
…
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
ト
、
お
や

つ
作
り
▼
対
象
・
罵
？
・
市
内
在

庄
の
２
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者
、

2
0
組
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
：
伊
勢
村

紀
久
子
さ
ん
、
成
相
正
さ
ん
▼
材

料
費
・
：
百
五
十
円
▼
甲
し
込
み
・
・
・

同
セ
ン
タ
ー
（
ａ
㈲
7
4
4
7
）

へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
・
‐
‐
）

　
社
会
見
学
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
8
日
口
一
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
、
大
久
保
青
少

年
セ
ン
タ
・
Ｉ
に
災
合
▼
行
先
・
：
平

等
院
、
橋
寺
、
興
聖
寺
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
（
保
護
者

同
伴
可
）
▼
定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）

▼
準
備
品
・
：
弁
当
な
ど
、
交
通
費

は
各
自
負
担
▼
申
し
込
み
…
同
セ

ン
タ
ー
（
豊
㈲
7
4
4
7
）
へ
電

話
か
来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
「
ホ
ー
ム
経
済
学
」
講
座

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お

り
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午

　
（
６
月
2
3
日

は
９
時
5
0
分

開
講
）
▼
と

こ
ろ
…
広
野

公
民
館
▼
対

象
・
：
市
内
在

在
・
在
勤
の

人
▼
定
員
…

4 0
人
（
先
着

順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
６
月

１９
一
日
囲
か
ら
、

同
公
民
館
（

豊
仙
・
’
7
4
5
0
）
へ
電
話
か
来
館

で
。
保
員
崇
の
人
は
併
せ
て
（
２

歳
以
上
1
5
人
、
要
お
や
つ
代
二
百

五
十
円
）
。
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
や
さ
し
い
水
彩
画
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
５
日
困
、
1
2
日

困
、
1
9
日
出
（
全
３
回
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
・
民
館
▼
対
牢
：
市
内

在
住
の
人
▼
内
容
・
：
静
物
か
播
く

▼
指
導
・
・
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
講

師
・
手
塚
五
十
鈴
‘
｛
ん
▼
定
員
・
：

2
5
人
（
先
着
順
）
▼
持
参
品
・
：
水
彩

絵
の
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
、
筆
洗
い
、

鉛
筆
（
３
か
３
）
、
消
し
ゴ
ム
▼
申

し
込
み
・
・
・
６
月
1
2
日
側
か
ら
、
同

公
民
館
（
昔
⑩
8
2
9
0
）
へ
電
話

か
来
館
で
。
　
（
木
幡
公
民
館
）

講座の日程･内容表｢ホーム経済学｣

回 肘 一　　内　　　吝 Ｊ　師

１ 6/23
　(利

開Uのあいさつ　学r.の進め方

これからの生活設計　マt.ーアドバイス

公尺Is a

同七社人学教ii
杉江雅彦さん

２ 6/29
　困

t岫の動きと
　　わtzしたちのKらし

P(SI祖ｾﾝﾀｰ,u

lな　la滋さん

３ 7／6
　困

税とくらし
　－かしこい節脱－

K埋i会f･,S友配fs

今酉真JSきん

４ 7/13
　困

地lfflの高稗と
　市尺の葎らし

京ts新聞社論睨委員

５ 7/20　(ね
豊かさの中の‘

　消nと家計管理

華lil･馴大学助教≪

大久保克子さん

お
知
ら
せ

　
小
・
中
学
校
講
師

　
登
録
者
の
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・

中
学
校
の
講
師
登
録
者
か
桔
集
し

て
い
ま
す
。

希
望
ず
る
人
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
写
真
を
は

っ
て
、
六
月
三
十
日
倒
ま
で
に
教

育
委
員
会
総
務
課
へ
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
手
　
話
　
教
　
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
0
日
㈹
～
８
月

１
日
㈹
の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
。

午
後
７
時
半
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：

竪
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
講
演
と

手
話
実
技
な
ど
▼
対
象
・
：
ろ
ラ
あ

者
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
全
講
座

出
席
で
き
る
健
聴
者
▼
受
講
料
…

無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月
1
9
日
側

ま
で
に
、
障
一
福
祉
係
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
ソ
フ
ト

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
交
７
６
月
1
9
日
囲
、
2
1
日

困
、
2
3
日
図
の
３
日
間
、
い
ず
れ
も

午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
西
小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
対
象

・
：
市
内
在
勤
・
在
住
・
在
学
で
高

校
生
以
上
▼
内
容
…
競
技
の
規
則

と
実
技
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
電

話
で
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
7
日
出
、
午
後

２
時
と
６
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上

▼
定
員
・
：
各
3
　
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
千
円
（
要
顔
写
真
）
▼
申
し

込
み
…
６
月
‥
１
１
一
日
聞
午
前
９
時
か

ら
、
直
接
同
体
育
館
（
ａ
⑩
4
0

0
1
）
へ
。
　
　
（
公
園
公
社
）

　
私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
通
園

の
四
・
五
歳
児
（
平
成
元
年
四
月

一
日
現
在
の
満
年
齢
）
か
石
つ
保

護
者
に
、
保
育
料
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
六
月
下
旬
に
各
幼
稚

園
を
通
じ
て
、
「
調
書
」
を
配
布
し

未
了
の
で
、
平
成
元
年
度
の
「
市
・

府
民
税
税
額
通
知
書
」
か
添
え
て

各
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
支
給
は
十
二

月
中
旬
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
郷
土
史
「
宇
泊
川
学
習
会
」

　
▼
と
き
…
６
月
1
4
日
ｇ
か
ら
ｆ
ｆ
ｌ

児童相

談
お気軽に

月
第
２
・
４
水
曜
日
、
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館

▼
内
容
・
：
「
衣
・
食
の
風
俗
」
ａ
く

β
し
の
昔
と
今
＝
▼
講
師
…
郷
土

史
家
・
若
原
英
式
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い

｛
Ｂ
せ
…
前
川
さ
ん
（
萱
⑨
3
4

5
8
）
示
畑
さ
ん
（
豊
G
8
5
3

8
）
、
井
上
さ
ん
（
萱
⑩
7
5
1
7
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
宇
治
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル

　
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
5
日
間
、
午
後

６
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
・
Å
・

リ
ー
ド
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
へ
の
音
楽
」

ほ
か
▼
チ
ケ
″
ト
・
：
前
売
り
三
百

円
、
当
日
五
百
円
問
い
合
わ
せ

は
文
化
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
2
1
1

1
）
へ
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
Ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
パ
ソ
コ
ン
と
ワ
ー
プ

ロ
講
座
。
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ

も
６
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
同
セ
ン
タ

上
冠
0
6
8
8
）
へ
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
〉

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
5
日
間
～
８
月

2
0
日
面
の
日
曜
日
（
全
８
回
）
、
午

後
１
時
～
３
時
▼
定
員
・
：
一
…
…
］
人
▼

受
講
料
：
八
千
円
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
〉

　
▼
と
き
…
６
月
2
5
日
間
～
９
月

３
日
面
の
日
曜
日
（
全
1
0
回
）
、
午

前
９
時
半
ト
正
午
▼
定
員
・
：
1
0
人

▼
受
講
料
上
万
円
。

　
〈
ワ
ー
プ
ロ
中
級
講
座
》

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
9
日
間
～
７
月

2
0
日
出
の
毎
週
月
・
木
曜
日
（
全
1
0

回
）
、
午
後
６
時
半
～
９
時
▼
定
員

　
乳
幼
児
の
し
つ

け
や
言
葉
、
健
康

な
芦
子
育
て
の
心

配
事
や
悩
み
に
つ

い
て
、
電
話
や
面

接
で
相
談
に
応
じ

て
い
未
了
。
下
表

の
保
育
所
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
　
（
保
育
課
）

宇
治
川
の
ウ
飼
い

６
月
1
7
日
か
ら
塔
の
島
畔
で

▲夏の風物詩ウ飼いショー

・
：
1
0
人
▼
受
講
料
二
万
円
。

　
　
　
’
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
（
男
性
）
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
2
日
出
、
午
前

1
0
時
１
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
上
人
暮
ら

し
で
6
5
歳
以
上
の
男
性
▼
内
容
・
・
・

豆
ご
は
ん
、
筑
前
煮
、
酢
の
物
、
卵

と
じ
、
デ
ザ
ー
ト
▼
参
加
料
…
百

円
▼
指
導
・
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
青

梅
グ
ル
ー
プ
」
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
社
会
福
祉

協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
訂
正
と
お
わ
び

　
六
月
一
日
号
市
政
だ
よ
0
.
り
の
燃

え
な
い
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
で
「
小

倉
町
（
全
域
）
」
を
「
小
倉
町
（
奥

畑
）
」
に
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

育児相談の日程表

保育所名 電話相談日 面接相談日

同　　胞
豊44－8070

　月曜日～金曜日

午前10時-午後i時

木　　幡
n32－7123

毎週金曜日

午前lO時

　　～正午

毎月第1金曜日

午前10時

　～午後4時

宇　　治
1524－7551

小介双荒園

n24－7552

北　小　介

萱24－4113

　
六
月
十
七
日
か
ら
堪
の
島
上
流
一
帯
で
、
鵜
（
う
）

飼
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
夏
の
夕
暮
れ
。
船
上
で
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、

ご
家
族
お
云
り
い
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
・
：
６
月
1
7
日
出
～
８
月
3
1
日
閑

▽
乗
船
・
：
喜
撰
橋
詰
め
で
、
午
後
７
時
か
ら

▽
料
金
・
・
・
悉
屈
＝
大
人
千
五
百
円
、
子
供
（
小
学

　
生
ま
で
）
七
百
円
貸
し
切
り
船
＝
二
万
円
（
1
0
人

　
乗
り
）
、
三
万
円
（
同
1
5
人
）
、
四
万
円
（
同
2
0
人
）
、

　
六
万
円
（
同
3
0
人
）

▽
予
約
一
：
宇
治
川
観
光
通
船
（
豊
⑩
2
3
2
8
）
へ

▽
問
い
〈
易
せ
・
：
宇
治
川
観
光
通
船
か
、
観
光
協
会

　
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

必ず国民年金

変更・確認の届け出を

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
ぶ
っ

な
人
で
す
。

　
○
「
第
１
号
被
保
険
者
」
・
：
農

林
漁
業
、
自
営
業
及
び
そ
の
配

偶
者
。
無
職
。

　
○
「
第
２
号
被
保
険
者
」
…
厚

こんな時は変更の届け出を

生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
。

　
○
「
第
３
号
被
保
険
者
」
・
：
第

２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶

者
。

　
就
職
、
退
職
、
結
婚
な
芦
天

生
の
節
目
に
は
、
必
ず
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
書
類
が
必
要
な
こ

レ
糸
あ
り
毒
ｙ
。
事
前
に
国
民

年
金
係
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

問
い
４
Ｉ
Ｊ
Ｑ
１
？
)
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
シ
な
場

合
は
、
本
人
の
希
望
で
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
仁
？
酋
蛋

す
（
任
意
加
入
被
保
険
者
）
。

・
・
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
で
学

生
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
か
受
け

て
い
る
・
6
0
歳
以
上
6
5
歳
禾
満

・
日
本
国
籍
で
外
国
に
居
住
し

て
い
る
2
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

■li　　　山 挿.別の変更
sit出裟

人'i-をず≪しri営s,に 未加人一第１号

tii

梧
弟分
,凍

国
民
年
金係

会社日と結婚後2o歳到達 *加入→第3廿

会杜を退職し自営劃無職の人を含りmm･→第1 廿

共働きをやめご■i;ぺの収支に第Z廿ー第a号

ごi,人が会吐を退職し自>i-業に
第:いj･

→第1 '■;■奥さんの収人が川り||

離婚
||■SIをやめl吋|.に就嘸

第lり･一一･■Ti2り

K附き今開始
第3 り一一･f. 3 リ

ご土人が転職

　{叩t.年'i!一,":,り;iり

　・旦､rt(町卜八,fltnぐり

第s号→第3り

家l,fじぃ刀入か公朴.iiとt,',婚f.l号一y.sり

■.琵い;･iiり二51】り･ii 'T.lり･岐保険ftj・■T.2りa

　　l･, ■第.iりば乱2ﾘ･賎保険もｰ，

997

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

イ
ン
チ
キ
内
職
″

　
う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
ご
用
心

ｒ
の
被
害
に
あ
わ
な
い

』
、
次
の
よ
シ
な
点
に
気
　
　
・

■
＾
る
ぶ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

人
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
・

如
人
に
相
談
す
る
。

車
の
種
類
な
ど
契
約
内

１
分
に
確
か
め
る
。

屈
夕
伍
頼
す
灸
覆
の

報
酬
や
作
業
内
容

な
ど
の
確
認
を

目
立
つ
4
つ
の
悪
質
手
口

被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
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健康のページ

　
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

昭
和
五
十
八
年
十
月
に
、
宇
治
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
同
協
議
会
の
啓
発
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
生
活
を
見
直
す
か
を
考
え
ま
す
。

成
人
病
予
防
は

　
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
か
ら

　
「
人
生
五
十
年
」
と
言
わ
れ
た
時

代
か
ら
、
わ
ず
か
の
間
に
「
人
生

八
十
年
」
の
長
寿
時
代
か
迎
え
、

高
齢
化
社
会
は
今
後
ま
す
ま
す
進

む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
ず
る
の
は
フ
れ
し
い
こ

と
で
す
が
、
健
康
で
な
け
れ
ば
、

喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
元
ま
せ
ん
。

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の

成
４
　
が
増
え
、
回
き
り
老
人

や
痴
呆
性
老
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
中
高
年
に
な

っ
て
い
き
な
り
現
れ
る
訳
で
は
な

く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
の
生
活

習
慣
の
積
み
重
ね
が
、
結
果
と
し

て
契
ぞ
ぐ
る
の
で
す
。
中
で
も
、

食
生
活
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
乳
幼
児
か
ら
の
食
生

活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日を送るには赤ちゃんからの健康づくりが大切▲健康な毎

離乳

期
う
す
味
で
い
ろ
ん
な

　
　
味
に
慣
れ
さ
せ
る

　
お
乳
だ
け
で
育
っ
て
き
た
赤
ち

ゃ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
与

え
、
徐
々
に
硬
さ
と
量
を
増
や
し

て
い
く
の
が
離
乳
食
で
す
。
幼
児

食
を
経
て
普
通
食
が
食
ぺ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
準
備
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
啄
っ
こ
と

か
ら
、
食
べ
物
を
か
み
つ
ぷ
し
て

飲
み
込
む
こ
と
も
練
習
し
ま
す
。

　
離
乳
食
は
、
成
長
し
て
い
く
中

で
、
お
乳
だ
け
で
は
不
足
す
る
栄

養
を
補
い
、
消
化
器
の
働
き
を
強

め
ま
す
。
ま
た
、
偏
食
予
防
の
た

め
、
味
覚
の
未
熟
な
離
乳
期
に
、

で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
の
食
べ
物

の
味
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
食

べ
物
へ
の
親
し
み
の
気
持
ち
を
育

て
ま
す
。
こ
れ
が
、
体
と
心
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
発
達
さ
せ
る
こ
と
に

幼児

期

も
役
立
ち
季
子
。

　
ま
た
、
調
理
に
は
、
か
つ
お
や

昆
布
・
煮
干
し
で
だ
し
汁
を
と
り
、

食
品
の
持
ち
味
を
引
き
出
す
よ
ｙ
つ

に
し
て
、
う
す
味
の
食
事
の
習
慣

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

歯
ご
た
え
の
あ
る
物
で

　
　
　
か
む
力
を
育
て
る

　
発
育
の
盛
ん
な
幼
児
期
は
、
健

康
な
体
の
基
礎
を
作
る
時
期
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
与
え
て
、
偏

食
を
防
ざ
よ
し
ょ
う
。
こ
の
時
（
わ

た
し
は
こ
の
食
べ
物
が
嫌
い
だ
か

ら
、
子
ｙ
Ｅ
）
に
も
作
ら
な
い
」
と

い
う
よ
う
な
お
母
さ
ん
の
好
み
は
、

決
し
て
出
さ
な
い
ふ
っ
に
し
て
く

だ
さ
い
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
通
し
て
、
豊
か
な
味
覚
・
臭
覚

・
触
覚
を
育
て
、
精
神
の
発
達
を

助
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
一
歳
ま
で
に
か
む
こ
と

を
覚
え
さ
せ
な
い
と
、
硬
い
物
を

食
べ
な
い
く
せ
が
つ
い
て
し
ま
い

ま
す
。
か
む
力
、
飲
み
込
む
力
を

育
て
る
た
め
に
、
歯
ご
た
え
の
あ

る
物
聚
艮
べ
る
練
習
か
猫
り
返
し

て
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
幼
児
期
は
、
内
臓
の
働
き
が
ま

だ
十
分
で
な
い
た
め
、
三
回
の
食

事
だ
け
で
は
必
要
な
栄
養
夕
氏
］
た

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

食
事
に
差
し
つ
か
え
な
い
程
度
の

お
や
つ
が
補
助
食
と
な
り
ま
す
。

学童

期 お
や
つ
＝
お
菓
子
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
甘
い
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
は
、
砂
糖
の
取
り
過
ぎ

で
、
む
し
歯
や
肥
満
の
も
と
。
ス

ナ
″
ク
菓
子
は
、
塩
分
や
油
脂
類

の
取
り
過
ぎ
で
、
成
人
病
の
予
備

軍
を
作
り
ま
す
。
食
事
で
不
足
し

が
ち
な
食
品
は
ご
両
つ
く
り
お
や

つ
で
、
愛
情
と
一
緒
に
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
て
も
手
づ
く
肛
が
で
き

な
い
時
は
、
で
き
る
だ
け
う
す
味

（
辛
過
ガ
ヂ
、
甘
過
″
予
）
で
、
食

品
添
加
物
が
含
毒
れ
て
い
な
い
、

同
じ
物
ば
か
り
牽
食
べ
続
け
さ
せ

な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と

　
　
　
　
適
度
の
運
動
を

　
離
乳
食
・
幼
児
食
が
終
わ
る
と

お
ほ
さ
ん
は
、
つ
い
気
が
緩
ん
で

し
ま
う
の
で
し
よ
立
ｙ
今
の
学

帝
期
の
子
ど
も
の
食
生
活
は
、
か

な
り
乱
れ
て
き
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。

　
朝
食
抜
き
に
は
じ
ま
り
、
学
校

か
ら
帰
る
と
、
力
″
プ
ラ
ー
メ
ン

や
ス
ナ
″
ク
菓
子
を
ム
シ
ャ
ム
シ

ャ
食
べ
、
清
涼
飲
料
水
や
ジ
ュ
ー

ス
を
ガ
ブ
飲
み
し
て
い
て
は
、
夕

食
を
食
べ
ら
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
偏
っ
た
食
生
活
で

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

け
ん
台
－
感
、
集
中
力
の
喪
失
、
怒

り
っ
ぽ
い
、
不
眠
な
ど
の
症
状
が

出
る
の
は
当
然
で
す
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な

ど
、
肥
満
が
原
因
の
成
人
病
症
状

の
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
る
デ

ー
タ
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
ず
。
こ

れ
は
、
偏
っ
た
食
生
活
の
中
で
の

塩
分
・
糖
分
の
取
り
過
ぎ
と
、
塾

に
お
け
い
こ
に
と
忙
し
い
生
活
を

送
る
一
方
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
フ

ァ
ミ
コ
ン
に
熱
中
し
た
り
で
、
こ

の
年
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
運
動

不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
、
三
食
き
っ
ち
り
と
食
べ
、

間
食
は
控
え
め
に
し
て
、
精
一
杯

体
を
動
か
す
習
慣
を
取
り
戻
し
た

い
も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
、
家
族
の
健
康
の

　
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
か
？

　
以
上
の
こ
と
は
、
大
人
に
も
共

通
す
る
こ
と
で
す
。
家
族
全
員
が

健
康
で
い
て
こ
そ
、
幸
せ
な
家
庭

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
鍵
を

握
る
の
は
、
お
母
さ
ん
で
す
／
。

　
「
体
に
必
要
な
栄
養
素
を
、
過
不

足
な
く
」
、
「
辛
過
″
予
、
甘
過
ぎ

な
い
う
す
味
で
」
、
「
で
き
る
だ
け

加
工
食
品
忿
図
幻
ず
に
」
、
愛
情
た

っ
ぷ
り
の
手
づ
く
り
料
理
で
、
家

族
の
た
め
に
、
心
豊
か
な
食
生
活

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
梅
酒
を
漬
け
た
時
「
去
年
の

梅
を
と
み
じ
灸
ぷ
な
」
と
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

材　料（60ccカップ９杯分）
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好みの量

糖･

酒…………

ゼ
　
　
一

粉
砂
水
梅

梅洒の実…･

　
そ
の
梅
酒
の
実
か
便
っ
て
、

甘
さ
か
控
え
、
添
加
物
な
ど
の

心
配
の
な
い
ゼ
リ
ー
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
梅
酒
の
か
わ
り
に
、
ワ
イ
ン

や
ジ
ュ
ー
ス
で
も
で
４
ま
す
。

　
〈
作
り
方
〉

①
粉
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
小
さ
い
器

　
に
と
り
、
大
さ
じ
３
～
４
杯

　
の
水
を
加
え
て
５
分
ぐ
ら
い

　
浸
し
て
お
く
。

②
分
量
の
水
を
沸
騰
さ
せ
、
砂

　
糖
を
加
え
で
溶
か
し
、
①
の

　
ゼ
ラ
チ
ン
を
入
れ
て
、
す
ぐ

　
火
か
正
め
る
（
ゼ
ラ
チ
ン
は

　
煮
る
と
臭
み
が
出
る
）
。

③
荒
熱
を
取
り
、
梅
酒
を
加
え

　
て
よ
く
混
ぜ
る
（
梅
酒
の
量

　
は
、
年
齢
や
好
み
で
加
減
し

　
て
く
だ
さ
い
）
。

④
器
は
水
で
ぬ
β
し
、
種
を
取

　
っ
た
梅
酒
の
実
聚
八
れ
、
③

　
を
流
し
込
む
。
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毎
日
を
生
き
行
き
と
過
ご
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
～
一
日
の
生
活
の
見
直
し
を
～

　
健
康
を
守
る
基
本
原
則
は
「
寝

る
、
食
べ
る
、
動
く
、
休
む
」
で

す
。
と
り
わ
け
、
だ
れ
も
が
不
足

ぎ
み
の
「
動
く
」
を
満
た
す
こ
と
は
、

乱
れ
た
体
の
リ
ズ
ム
を
正
し
く
し

て
く
れ
ま
す
。

　
食
べ
な
い
、
動
け
な
い
、
便
が

出
な
い
、
意
欲
が
出
な
い
・
：
こ
ん

な
悪
循
環
を
繰
り
返
す
子
無
石
が

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
便
利
さ
に
慣

れ
て
し
ま
っ
た
食
生
活
を
送
亘

方
で
、
大
人
の
忙
Ｌ
こ
て
不
規
則

な
、
夜
型
の
生
活
に
影
響
さ
れ
、

体
の
リ
ズ
ム
を
狂
わ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

体
に
刻
ま
れ
た
リ
ズ
ム

　
生
体
リ
ズ
ム
で
一
番
簡
単
な
こ

と
は
、
一
日
の
中
で
、
活
動
期
と

休
息
期
が
き
ち
ん
と
分
か
れ
て
い

る
か
μ
耳
か
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
な
か
が
す
く

と
目
を
覚
ま
す
（
活
動
期
）
、
お
乳

を
薮
む
と
眠
る
（
休
息
期
）
と
い
っ

た
リ
ズ
ム
を
、
一
日
に
何
サ
イ
ク

ル
も
繰
り
返
に
ま
す
。
そ
の
サ
イ

ク
ル
は
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
減

り
、
幼
児
期
に
は
、
昼
寝
を
入
れ

て
ニ
サ
イ
ク
ル
と
な
り
、
学
校
に

入
る
こ
る
か
ら
、
大
人
と
同
じ
に

一
日
一
サ
イ
ク
ル
と
な
り
未
了
。

　
こ
の
ぶ
っ
に
、
わ
た
し
た
ち
の

体
に
は
、
夜
明
け
と
と
も
に
活
動

し
、
日
没
と
と
も
に
休
息
に
入
る

と
い
う
、
一
日
の
生
体
の
リ
ズ
ム

が
刻
み
込
書
れ
て
い
ま
す
。
人
間

は
、
こ
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
と
、

体
に
不
調
牽
き
た
す
の
で
す
。

リ
ズ
ム
か
崩
れ
る
と
…

　
最
近
、
こ
の
体
に
刻
み
込
ま
れ

た
リ
ズ
ム
に
反
し
た
生
活
か
ず
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
仕
事
を
休
む
ほ
ｙ
七
は
な
い
が
」

と
か
「
家
事
が
で
き
な
い
ほ
ど
で

は
な
い
が
」
と
い
う
、
け
ん
怠
感

や
疲
れ
や
す
さ
か
訴
え
る
人
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
に
は
、

生
活
環
境
（
職
場
・
地
域
・
家
庭
）

に
起
因
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
の
体
は

自
分
で
管
理
し
な
い
と
、
半
健
康
・

半
病
人
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
大
人
も
子
戸
石
も
、
毎
日
を
生

き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
、
心

身
の
疲
れ
を
取
り
除
き
、
調
和
の

と
れ
た
生
活
の
リ
ズ
ム
を
確
立
す
Ｉ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
　
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
に
は
・
：

運
動

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
気
分
を
変
え
、

体
聚
丁
字
み
ま
で
動
か
す
こ
と

の
で
き
る
自
分
な
り
の
体
操
を
ず

る
こ
と
で
す
。
体
調
や
気
分
の
優

れ
な
い
人
ほ
ど
、
運
動
す
る
こ
と

の
効
果
は
大
き
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
親
子
で
週
に
一
回
は
外

に
出
て
運
動
し
、
ガ
キ
大
将
や
お

て
ん
ば
娘
に
戻
っ
て
子
μ
石
に
遊

び
を
教
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の

健
風
つ
く
り
を
し
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
。
特
に
子
ど
も
に
は
。
、
子
ど

も
β
し
ぐ
、
た
っ
ぷ
り
と
外
で
遊

ぶ
、
本
気
に
な
っ
て
遊
ぶ
経
験
を

さ
せ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　
次
に
休
息
で
す
。

　
睡
眠
は
、
休
息
の
中
の
基
本
で

す
。
一
日
に
八
時
間
、
少
な
く
て

も
七
時
間
は
確
保
し
た
い
も
の
で

す
。

　
そ
し
て
休
息
の
第
二
は
「
気
分

の
転
換
」
を
図
る
こ
と
で
す
。

　
一
般
に
、
肉
体
的
な
仕
事
を
し

て
い
る
人
は
精
神
的
な
活
動
を
、

精
神
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
は

肉
体
的
な
活
動
を
ず
る
こ
と
が
、

上
手
な
転
換
の
方
法
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
、
上

手
な
方
法
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
週
に
一
日
か
二
日
の
休

暇
に
は
、
身
近
な
山
や
川
・
森
林

な
ど
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
大
自

然
の
中
に
は
、
森
林
浴
を
は
じ
め
、

町
で
は
得
ら
れ
な
い
多
く
の
休
息

の
た
め
の
要
素
が
あ
り
、
気
分
転

換
に
大
い
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
忙
し
い
生
活
の
中
で
、
こ
フ
し

た
時
間
を
作
り
出
す
知
恵
と
工
夫

が
、
積
極
的
な
健
辰
つ
く
り
に
大

切
な
こ
と
で
す
。
（
保
健
予
防
課
）

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
ー
受
付
中
ー

基
本
健
康
診
査
―
実
施
中
ー

問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
へ

高齢化社会の基盤は赤ちゃんからの健康づくり

運動の習慣化ポイント

①やれる蒔に１つでもレA昼間でもやる。

②短期集中型ではなくご長期ゆっくり型で犬

ﾌﾟjjﾄ……続ける√決して効果を焦らなtソ……

ヽｿﾞ)

③自分に合った運動の種類とやり方を見つ∇

千ける。yj‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥

④実感的効果を積極的にノ　　･,･

　見つけ自信をつけるレ：

⑤たまには，みλなで一　　　　　　　ト

』ムイ万琵グ乱ﾆよyﾚﾔｿ)……

ノ出掛ける。　‥‥‥‥　　　‥ぐ

幼
児
期
の
お

や
つ

睡
眠
と

気
分
転
換

梅酒ゼリー
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